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＜連絡事項＞
・土曜日の指示受けは、ＷＩＺの医師当番表を確認し、日直医を優先して指示受けをして下さい。特に13時からの勤務医師（バイト含）の際は間違えないようにして下さい。
・薬局より～
「薬が来ていない」「薬はいつできるのか」「入力方法が分からない」等の連絡が沢山来ます。以下のような場合は、薬局の業務が滞る原因となり、病棟へ薬を早く渡せません。

電子カルテの確認を忘れずにお願います。

 1.　締め時間のPM3:00以降に処方入力されたが薬が来ない。

→　PM3:00以降は、他の作業に移りますので、電子カルテの受診オーダー画面を見ていません。締め時間PM3:00が過ぎている場合の想定外の調剤は、業務が遅れますが、その遅れを最小限にするために、3時以降の入力である旨とその患者名、患者ID、人数を薬局へ連絡ください。
2.　退院や外泊が決まり、処方入力されているのに薬が来ない。

→　システムが、入力日に調剤するよう設定されていません。服用開始日が、入力日時と同じ場合は、自動的に受信オーダーに処方が表示されます。薬局では、次の日の分まで、日付けで呼び出し調剤しています。

（締め時間　午後3時）入力月日と服用開始日が2日以上ずれる場合は、処方開始日を連絡していただかないと物理的に調剤出来ません。

*退院外泊で薬を準備したい場合は、処方オーダー後、いつまでに必要かを薬局に連絡ください。
3.　医師が処方するといっていたが、薬が来ない。

→　処方入力されているかどうか、電子カルテの画面を確認してください。

4.　代行入力（訂正の含む）の方法が分からない。
→　薬局に連絡する前に、先ずAOM,SGM,各リーダーなど、周りの方々へ入力方法を聞いてください。

5.　電子カルテの実施記録の入力忘れ。

→　実施記録と処方内容が合わないと薬品数も合わなくなります。請求漏れや医療事故に結びつかないようにと、原因を探していると時間がかかり、調剤する時間が遅れます。

（特に退院時は実施記録が未入力の場合、薬を渡しているのに、削除箋が毎回出てきます。）

＜患者様連絡事項＞
・西村　キン子様～昨日より左半身脱力あり、窪田Drへ報告。頭部CTの指示あり施行。
　　　　　　　　　午後、馬渡Drへ状態報告。診察上は錘体路の障害が疑われ、頭部CT
では右頭頂葉の脳梗塞否定できず。ただし、画像上は中心前回（運動
野）には及んでおらず、症状との関連は不明。バイタルサインは正常
であり緊急性は低いと判断、脱水に注意しつつ経過観察とのコメント。
点滴1本追加となり、経過観察の指示あり。

＜要注目患者様＞

・田嶋　兼雄様～バイタルサイン異常なし。疎通良好。食事は数口のみ摂取。ケアに対して抵抗はない。
・澤田　キエ様～血圧70～80/40～50ｍｍHg台で経過しているが、体動や、介入への拒否
みられている。左腸骨部の表皮剥離部の悪化あり、Drへ指示仰いでいく。
・森川　きよ様～「起こしてけろ」と訴え頻回に聞かれている。車椅子から立ち上がりあり介入要している。
・立花　圭様～10：30希望にて頓服薬使用。床屋や嗜好品の要求聞かれているが説明にて
　　　　　　　了解されている。

・三田　よし子様～夜間他者の首を絞めて歩いており、東病棟Aユニット8号室へ移動している。興奮強くドア叩きや他室侵入し、私物弄りみられている。
・北野　はるゑ様～盗食ある為、見守り行っている。
・浜中　完三様～帰宅要求聞かれずホールで過ごされている。
・横山　京子様～食事、服薬に時間要しているが拒否は無い。13：30ドア叩きあり不穏の為、クエチアピン（25）1T内服している。
・西村　キン子様～左半身脱力あり、窪田Drより頭部CTの指示あり施行。長女様へは連絡済み。午後、馬渡Drへ状態報告。点滴1本追加
・長谷川　恵子様～食事は残食あるが拒否無く摂取出来ている。服薬の拒否もない。ホールで穏やかに過ごされている。
・大久保　すい様～排便4日みられていない。夜間2時より覚醒し、以降不眠で経過。拒薬はなし。
・小笠原　久年様～作業療法は拒否あり不参加。表情の硬さはあるが切迫した様子は無い。
＜新入院患者様＞
氏　　名：関口　義光様

　生年月日：昭和19年12月12日　73歳

　性　　別：男性

　病　　名：アルツハイマー型認知症疑い

　入院形態：医療保護入院(当院1回目)

　主治医　：馬渡Dr

　＜経過＞

　平成24年頃、物忘れを主訴に八戸西神経リハビリテーションクリニック受診。当時HDS-R16点であり、MRI検査にて脳萎縮があり。アルツハイマー型認知症の治療にてドネペジルを開始。当初は本人も症状を自覚し、服薬も行われていたが、徐々に受診を拒否するようになり、H29年6月頃からは妻様のみ同院受診し処方を受けていた。年末に入り不機嫌、粗暴性が増し妻様の両腕を掴み、揺さぶったりと、易怒性、興奮が顕著となり、ドネペジルは終了しコントミンを増量していた。症状が急激であり対応困難な為、H30.1.15　
16：30妻様同意の下、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

